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お問い合わせ先

投信営業部 03-6722-4810

（受付時間：営業日の午前９時～午後５時）

https://www.tdasset.co.jp/

◆当ファンドの仕組みは次の通りです。

商 品 分 類
追加型投信／海外／その他資産（原油先物取
引・金先物取引）

信 託 期 間 2015年５月８日から2021年７月26日まで

運 用 方 針
安定した配当収入の確保と値上がり益の獲得を
目指して運用を行います。

主要運用対象

円建ての外国投資信託証券である「資源ツイン
アルファ 米ドルファンド」および親投資信託で
ある「Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンド」を
主要投資対象とします。

資源ツイン
ア ル フ ァ
米 ド ル
フ ァ ン ド

主として米ドル建政府債を投資
対象とします。ＪＰモルガン
チェースバンクＮ．Ａ．ロンド
ン支店、もしくはＪ．Ｐ．モル
ガンに属する金融機関をカウン
ターパーティとしたスワップ取
引を行います。担保付スワップ
取引を通じて、実質的に下記の
各戦略を組み合わせた投資成果
の享受を目指します。
・米ドル建の原油先物取引への
投資と原油オプション取引を
組み合わせた戦略（原油カ
バードコール戦略）と米ドル
建の金先物への投資と金オプ
ション取引を組み合わせた戦
略（金カバードコール戦略）の
投資成果の享受を目指します。

・米ドル（対円レート）の為替
変動とオプション取引を組み
合わせたカバードコール戦略の
投資成果の享受を目指します。

Ｔ＆Ｄマネープール
マ ザ ー フ ァ ン ド

わが国の国債および公社債なら
びに短期金融商品を主要投資対
象とします。

組 入 制 限

投資信託証券への投資割合には制限を設けません。
株式への直接投資は行いません。
外貨建資産への直接投資は行いません。

資源ツイン
ア ル フ ァ
米 ド ル
フ ァ ン ド

店頭オプション、上場オプショ
ン、ＥＴＦに原則として直接投
資を行いません。
有価証券の空売りは行いません。

Ｔ＆Ｄマネープール
マ ザ ー フ ァ ン ド

株式への投資は行いません。
外貨建資産への投資は行いません。

分 配 方 針

毎決算時（毎月25日、休業日の場合は翌営業
日）に分配を行います。ただし、必ず分配を行
うものではありません。
分配金額は、分配対象額の範囲内で委託会社が
基準価額水準、市況動向等を勘案して決定する
ものとし、原則として、利子・配当等収益を中
心に分配を行うことを目指します。ただし、基
準価額水準等によっては、売買益（評価益を含
みます。）が中心となる場合があります。

資源ツインαファンド

（通貨選択型）

米ドルコース

運用報告書（全体版）（第10作成期）
第51期（2019年８月26日）　第54期（2019年11月25日）
第52期（2019年９月25日）　第55期（2019年12月25日）
第53期（2019年10月25日）　第56期（2020年１月27日）

お客様へ

　毎々格別のお引立てにあずかり厚く御礼申し上げます。

　さて、「資源ツインαファンド（通貨選択型）米ドル

コース」は、2020年１月27日に第56期決算を行いましたの

で、第51期から第56期の運用状況をご報告申し上げます。

　今後ともより一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上

げます。
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1－　　－

最近５作成期の運用実績、基準価額の推移等

最近５作成期の運用実績

決 算 期

基 準 価 額
債 券
組 入 比 率

債 券
先 物 比 率

資源ツイン
ア ル フ ァ
米 ド ル
フ ァ ン ド
組 入 比 率

純 資 産
総 額

（分配落） 税込み
分配金

期　中
騰落率

第

６

作

成

期

円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
27期 (2017年８月25日) 1,708 30 2.4 － － 97.1 3,534

28期 (2017年９月25日) 1,745 30 3.9 － － 97.3 3,389

29期 (2017年10月25日) 1,765 30 2.9 － － 97.8 3,223

30期 (2017年11月27日) 1,820 30 4.8 － － 98.1 3,056

31期 (2017年12月25日) 1,810 30 1.1 － － 97.3 2,889

32期 (2018年１月25日) 1,817 30 2.0 － － 98.2 2,760

第

７

作

成

期

33期 (2018年２月26日) 1,725 30 △ 3.4 － － 97.2 2,505

34期 (2018年３月26日) 1,737 30 2.4 － － 98.4 2,449

35期 (2018年４月25日) 1,773 30 3.8 － － 97.0 2,459

36期 (2018年５月25日) 1,761 30 1.0 － － 97.8 2,395

37期 (2018年６月25日) 1,693 30 △ 2.2 － － 98.4 2,251

38期 (2018年７月25日) 1,701 15 1.4 － － 98.0 2,185

第

８

作

成

期

39期 (2018年８月27日) 1,699 15 0.8 － － 97.7 1,914

40期 (2018年９月25日) 1,730 15 2.7 － － 97.1 1,784

41期 (2018年10月25日) 1,687 15 △ 1.6 － － 97.0 1,559

42期 (2018年11月26日) 1,456 15 △12.8 － － 97.0 1,319

43期 (2018年12月25日) 1,294 15 △10.1 － － 98.1 1,117

44期 (2019年１月25日) 1,392 15 8.7 － － 97.3 1,175

第

９

作

成

期

45期 (2019年２月25日) 1,440 15 4.5 － － 98.0 1,183

46期 (2019年３月25日) 1,427 15 0.1 － － 97.1 1,126

47期 (2019年４月25日) 1,482 15 4.9 － － 97.3 1,134

48期 (2019年５月27日) 1,349 15 △ 8.0 － － 97.0 1,006

49期 (2019年６月25日) 1,308 15 △ 1.9 － － 97.9 943

50期 (2019年７月25日) 1,288 15 △ 0.4 － － 97.1 904

第

10

作

成

期

51期 (2019年８月26日) 1,262 15 △ 0.9 － － 96.9 856

52期 (2019年９月25日) 1,275 15 2.2 － － 97.4 847

53期 (2019年10月25日) 1,245 15 △ 1.2 － － 97.8 807

54期 (2019年11月25日) 1,240 15 0.8 － － 96.9 782

55期 (2019年12月25日) 1,264 15 3.1 － － 97.4 767

56期 (2020年１月27日) 1,190 15 △ 4.7 － － 96.7 689

（注）基準価額および分配金は１万口当たり。基準価額の騰落率は分配金込み。

（注）当ファンドは親投資信託を組入れますので、債券組入比率および債券先物比率は実質比率を記載しております。

（注）先物比率＝買建比率－売建比率

（注）当ファンドは、特定の指数に連動すること・指数を上回ることを目的として運用していないため、また、運用方針に対し適切な指数が

ないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。
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2－　　－

当作成期中の基準価額等の推移

決算期 年 月 日

基 準 価 額
債 券
組 入 比 率

債 券
先 物 比 率

資源ツイン
ア ル フ ァ
米 ド ル
フ ァ ン ド
組 入 比 率騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％

期　首（前期末） 2019年７月25日 1,288 － － － 97.1

第51期 ７月末 1,315 2.1 － － 97.6

期　　　　末 2019年８月26日 1,277 △0.9 － － 96.9

期　首（前期末） 2019年８月26日 1,262 － － － 96.9

第52期 ８月末 1,295 2.6 － － 97.0

期　　　　末 2019年９月25日 1,290 2.2 － － 97.4

期　首（前期末） 2019年９月25日 1,275 － － － 97.4

第53期 ９月末 1,259 △1.3 － － 97.4

期　　　　末 2019年10月25日 1,260 △1.2 － － 97.8

期　首（前期末） 2019年10月25日 1,245 － － － 97.8

第54期 10月末 1,245 0.0 － － 97.9

期　　　　末 2019年11月25日 1,255 0.8 － － 96.9

期　首（前期末） 2019年11月25日 1,240 － － － 96.9

第55期 11月末 1,249 0.7 － － 97.3

期　　　　末 2019年12月25日 1,279 3.1 － － 97.4

期　首（前期末） 2019年12月25日 1,264 － － － 97.4

第56期 12月末 1,282 1.4 － － 97.3

期　　　　末 2020年１月27日 1,205 △4.7 － － 96.7

（注）基準価額は１万口当たり。期末基準価額は分配金込み。騰落率は期首比。

（注）当ファンドは親投資信託を組入れますので、債券組入比率および債券先物比率は実質比率を記載しております。

（注）先物比率＝買建比率－売建比率

（注）当ファンドは、特定の指数に連動すること・指数を上回ることを目的として運用していないため、また、運用方針に対し適切な指数が

ないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。
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3－　　－

当作成期の運用状況と今後の運用方針

■ 基準価額等の推移

■ 基準価額の主な変動要因

　主に外国投信「資源ツインアルファ 米ドル

ファンド」へ投資した結果、原油先物価格や信

託報酬などがマイナス寄与し、基準価額（分配

金再投資ベース）は下落しました。

■ 組入ファンドの当作成期中の騰落率

組入ファンド 騰落率

資源ツインアルファ 米ドルファンド △0.2％

Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンド △0.0

第51期首：1,288円

第56期末：1,190円（既払分配金90円）

騰 落 率：△0.7％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、作成期首（2019年７月25日）の値

が基準価額と同一となるように指数化しています。

（注）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に

再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の

実質的なパフォーマンスを示すものです。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用の

コースにより異なります。また、ファンドの購入価額により

課税条件も異なります。したがって、お客様の損益の状況を

示すものではありません。
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■ 投資環境

【原油市場】

　当作成期に原油先物価格は概ね横ばいとなりました。

　作成期初から2019年９月末にかけては、米中貿易交渉を巡りトランプ米大統領が対中追加関税を

発表するなど貿易摩擦の悪化が懸念される一方、両国間での交渉進展期待を受けて過度に悲観的な

見方が後退する局面もありました。サウジアラビアの石油関連施設への攻撃や、週間石油統計にお

ける米国の原油生産状況なども相場を動かす材料となり、原油先物価格は値動きの荒い展開が続き

ました。10月から12月末にかけては引続き不安定な動きとなったものの、米利下げ観測を背景とし

た米ドル安の進行やＯＰＥＣ（石油輸出国機構）とロシアなどの原油生産国による追加減産の決定、

米中両国による貿易交渉の第一段階の合意などが好感され、上昇基調で推移しました。2020年１月

上旬にかけては、米軍によるイラン革命防衛隊の司令官殺害を背景に両国間の緊張が高まったこと

から一時上昇幅を拡大させましたが、一段の対立悪化は避けられるとの見方や中国が発生源とされ

る新型肺炎の感染拡大懸念などから、作成期末にかけて原油先物価格は下落しました。
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4－　　－

【金市場】

　当作成期に金先物価格は上昇しました。

　作成期初から2019年８月末にかけては、米中貿易摩擦の悪化懸念や、英国や香港を発端とした地

政学リスクの高まりを背景に安全資産としての需要が高まり、米長期金利の低下を受けた米ドル安

なども後押しし、大きく上昇する展開となりました。その後12月中旬にかけては、好調な米雇用指

標や株式市場の推移、米中貿易交渉における第一段階の合意などを材料に弱含みの推移となりまし

た。12月下旬から作成期末にかけては、米国とイランの間での関係悪化を受けて、再び安全資産と

して金が選好されたため金先物価格は上昇しました。

【米ドル／円】

　当作成期に米ドル（対円）相場は概ね横ばいとなりました。

　作成期初は、トランプ米大統領が対中追加関税を発動したことや、中国を為替操作国に認定した

ことなどから、リスク回避姿勢が高まり大幅に円高米ドル安が進行しました。その後2019年12月半

ばにかけては、第一段階の合意を含む米中貿易交渉の進展や好調な米景気指標及び米株式市場の推

移などを材料に円安米ドル高基調での推移となりました。12月下旬から2020年初めにかけては、米

国とイランの間での緊張の高まりを背景に一時的に円高米ドル安が進行しましたが、更なる事態の

悪化は避けられるとの見方が強まり、引続き好調な米国景気なども後押しとなり、１月中旬にかけ

て円安米ドル高基調で推移しました。作成期末にかけては、中国を発生源とする新型肺炎の感染拡

大を背景に、世界景気の鈍化懸念が高まり円高米ドル安となりました。

【国内短期金融市況】

　国庫短期証券３ヵ月物利回りは、作成期首の△0.13％から作成期末は△0.12％となりました。作

成期中においては、需給悪化懸念や日銀の国庫短期証券買入オペ動向を巡る不透明感などが金利上

昇要因となり、海外勢による需要や担保需要などが金利低下要因となりました。

■ 当該投資信託のポートフォリオ

【当ファンド】

　作成期を通じて、「資源ツインアルファ 米ドルファンド」を概ね高位に組入れ、残りの資産に

つきましては「Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンド」およびコールローン等で運用を行いました。

CC_20613568_03_ostT&D_（101095）資源ツインαF米ドル_運用状況.indd   4 2020/03/23   16:44:24



5－　　－

【資源ツインアルファ 米ドルファンド】

　主として米ドル建政府債等の現物資産へ投資する一方で、担保付スワップ取引を活用して、資源

カバードコール戦略（米ドル建ての原油先物および金先物の価格変動とそれぞれのオプション取引

を組み合わせた戦略）、通貨カバードコール戦略（米ドル（対円レート）の為替変動とオプション

取引を組み合わせた戦略）を組み合わせた運用を行いました。

【Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンド】

　国庫短期証券の利回りがマイナスで推移したため組入れを見送り、作成期を通じて組入比率は

０％としました。資産については、全額コールローン等で運用を行いました。

■ 当該投資信託のベンチマークとの差異

　当ファンドはベンチマークおよび参考指数がないため、本項目は記載しておりません。

■ 分配金

　１万口当たりの分配金（税込み）は基準価額水準等を勘案し、第51期から第56期まで各15円とさ

せていただきました。収益分配に充てなかった利益は、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基

づいて運用いたします。

■ 今後の運用方針

【当ファンド】

　「資源ツインアルファ 米ドルファンド」および「Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンド」を主要

投資対象として運用を行います。

【資源ツインアルファ 米ドルファンド】

　主として米ドル建政府債等の現物資産へ投資する一方で、担保付スワップ取引を活用して、資源

カバードコール戦略（米ドル建ての原油先物および金先物の価格変動とそれぞれのオプション取引

を組み合わせた戦略）、通貨カバードコール戦略（米ドル（対円レート）の為替変動とオプション

取引を組み合わせた戦略）を組み合わせた運用を行います。

【Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンド】

　日本経済は、雇用・所得環境の改善が続くなかで、緩やかな回復が続くことが期待されます。イ

ンフレ率は緩やかに上昇していくことが見込まれるものの、依然、基調的なインフレ圧力は弱く、

インフレ期待が急速に高まる可能性は低いとみられます。こうしたなか、日銀の「長短金利操作付

き量的・質的金融緩和」が金利抑制要因として作用することから、国内短期金利は低位で推移する

と予想します。

　相対的に金利リスクの高い長期債への投資は見送り、国庫短期証券や短期金融商品等を中心とし

た安定的な運用を行います。
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6－　　－

１万口当たりの費用明細（2019年７月26日から2020年１月27日まで）

費用の明細

項目

第51期～第56期

項目の概要2019/７/26～2020/１/27

金額 比率

平均基準価額 1,274円 作成期間の平均基準価額です。

(a) 信託報酬 6円 0.509％ (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率

（投信会社） (　　3) (0.212) 委託した資金の運用の対価

（販売会社） (　　4) (0.279) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理等の対価

（受託会社） (　　0) (0.017) 運用財産の保管および管理、投信会社からの指図の実行等の対価

(b) その他費用 0 0.008 (b)その他費用＝作成期間のその他費用／作成期間の平均受益権口数

（監査費用） (　　0) (0.008) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（その他） (　　0) (0.000) その他は、金銭信託に係る手数料

合計 6 0.517

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。

なお、その他費用は、当ファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注）平均基準価額の円未満は切捨て、それ以外の各金額は項目ごとに四捨五入してあります。

（注）各項目の費用は、当ファンドが組入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）が支払った費用を含みません。

（注）「比率」欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項

目ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。

総経費率（①＋②＋③） 1.70％

①当ファンドの費用の比率 1.02％

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.50％

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.18％

（注）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法

により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。

（注）投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証

券（親投資信託を除く）です。

（注）①の費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファ

ンドが支払った費用を含みません。

（注）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があ

ります。

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値

はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異

なります。

（注）運用資産残高の減少に伴い、投資先ファンドにおける運用管

理費用の固定費負担が増加したため、投資先ファンドの経費

率は設定当初と比較し大きくなっております。

運用管理費用
（投信会社）

0.42％

運用管理
費用以外
0.18％

運用管理費用
0.50％

その他費用
0.02％

運用管理費用
（受託会社）

0.03％

運用管理費用
（販売会社）

0.55％

投資先
ファンド
0.68％

総経費率
1.70％

当ファンド
1.02％

（参考情報）

■ 総経費率

　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料およ

び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１口当た

り）を乗じた数で除した総経費率（年率）は、1.70％です。
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7－　　－

利害関係人との取引状況等（2019年７月26日から2020年１月27日まで）

　当作成期における利害関係人との取引はありません。

（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

売買および取引の状況（2019年７月26日から2020年１月27日まで）

(1) 投資信託証券

第　51　期　～　第　56　期

買 付 売 付

口 数 金 額 口 数 金 額

口 千円 口 千円
外 国
(邦貨建)

資源ツインアルファ 米ドルファンド － － 153,216 155,744

（注）金額は受渡代金。単位未満は切捨て。

(2) 親投資信託受益証券の設定、解約状況

　当作成期における設定、解約はありません。
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投資信託財産の構成（2020年１月27日現在）

項 目

当 作 成 期 末
（第 56 期 末）

評 価 額 比 率

千円 ％
資源ツインアルファ  米ドルファンド 666,749 94.4

Ｔ ＆ Ｄ マ ネ ー プ ー ル マ ザ ー フ ァ ン ド 6,483 0.9

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 33,209 4.7

投 資 信 託 財 産 総 額 706,441 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨て。

組入資産の明細（2020年１月27日現在）

(1) ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細

フ ァ ン ド 名

前作成期末
（第50期末）

当 作 成 期 末
（第 56 期 末）

口 数 口 数 評 価 額 比 率

口 口 千円 ％

資源ツインアルファ 米ドルファンド 842,505 689,289 666,749 96.7

（注）比率は純資産総額に対する評価額の比率。

（注）口数・評価額の単位未満は切捨て。

(2) 親投資信託残高

種 類

前 作 成 期 末
（第 50 期 末）

当 作 成 期 末
（第 56 期 末）

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンド 6,383 6,383 6,483

（注）Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンド全体の受益権口数は753,481千口です。

（注）単位未満は切捨て。
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資産、負債、元本および基準価額ならびに損益の状況

資産、負債、元本および基準価額の状況
2019年８月26日現在 2019年９月25日現在 2019年10月25日現在 2019年11月25日現在 2019年12月25日現在 2020年１月27日現在

項 目 第 51 期 末 第 52 期 末 第 53 期 末 第 54 期 末 第 55 期 末 第 56 期 末
(A) 資 産 869,095,680円 862,847,004円 832,272,496円 796,237,142円 779,582,894円 706,441,207円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 32,228,430 30,886,623 36,300,633 31,300,048 26,167,446 33,208,554

資 源 ツ イ ン ア ル フ ァ
米ドルファンド(評価額)

830,381,931 825,475,701 789,487,183 758,453,052 746,932,044 666,749,249

Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンド(評価額) 6,485,319 6,484,680 6,484,680 6,484,042 6,483,404 6,483,404
(B) 負 債 12,131,561 14,923,679 25,251,889 13,499,411 12,427,514 16,786,876

未 払 収 益 分 配 金 10,189,762 9,978,461 9,723,027 9,470,777 9,106,021 8,690,743
未 払 解 約 金 1,175,249 4,233,706 14,850,853 3,338,570 2,668,980 7,407,307
未 払 信 託 報 酬 754,886 700,679 667,699 679,553 642,582 678,337
未 払 利 息 62 62 47 64 57 61
そ の 他 未 払 費 用 11,602 10,771 10,263 10,447 9,874 10,428

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 856,964,119 847,923,325 807,020,607 782,737,731 767,155,380 689,654,331
元 本 6,793,175,166 6,652,307,464 6,482,018,205 6,313,851,550 6,070,681,231 5,793,828,848
次 期 繰 越 損 益 金 △5,936,211,047 △5,804,384,139 △5,674,997,598 △5,531,113,819 △5,303,525,851 △5,104,174,517

(D) 受 益 権 総 口 数 6,793,175,166口 6,652,307,464口 6,482,018,205口 6,313,851,550口 6,070,681,231口 5,793,828,848口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 1,262円 1,275円 1,245円 1,240円 1,264円 1,190円

（注）当ファンドの第51期首元本額は7,026,546,625円、第51～56期中追加設定元本額は146,327,663円、第51～56期中一部解約元本額は

1,379,045,440円です。

（注）元本の欠損

第56期末現在、純資産総額は元本を下回っており、その差額は5,104,174,517円です。

（注）第56期末の１口当たり純資産額は0.1190円です。

損益の状況
自2019年７月26日
至2019年８月26日

自2019年８月27日
至2019年９月25日

自2019年９月26日
至2019年10月25日

自2019年10月26日
至2019年11月25日

自2019年11月26日
至2019年12月25日

自2019年12月26日
至2020年１月27日

項 目 第 51 期 第 52 期 第 53 期 第 54 期 第 55 期 第 56 期
(A) 配 当 等 収 益 10,673,547円 9,691,448円 9,459,262円 9,099,056円 8,728,198円 9,149,662円

受 取 配 当 金 10,675,062 9,692,853 9,460,038 9,100,097 8,729,445 9,150,959
受 取 利 息 － － 1 － － －
支 払 利 息 △　　　　1,515 △　　　　1,405 △　　　　　777 △　　　　1,041 △　　　　1,247 △　　　　1,297

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △　 17,440,132 9,682,301 △　 18,265,810 △　　2,362,777 15,518,474 △　 42,147,863
売 買 益 276,132 10,039,746 750,943 202,930 15,892,529 850,981
売 買 損 △　 17,716,264 △　　　357,445 △　 19,016,753 △　　2,565,707 △　　　374,055 △　 42,998,844

(C) 信 託 報 酬 等 △　　　766,546 △　　　711,450 △　　　677,970 △　　　690,000 △　　　652,511 △　　　688,765
(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △　　7,533,131 18,662,299 △　　9,484,518 6,046,279 23,594,161 △　 33,686,966
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 △1,516,509,806 △1,499,213,426 △1,448,518,614 △1,422,860,635 △1,365,904,048 △1,279,962,382
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 △4,401,978,348 △4,313,854,551 △4,207,271,439 △4,104,828,686 △3,952,109,943 △3,781,834,426

(配 当 等 相 当 額) (　　694,689,672) (　　680,295,196) (　　662,890,448) (　　645,723,201) (　　620,857,755) (　　592,596,724)
(売 買 損 益 相 当 額) (△5,096,668,020) (△4,994,149,747) (△4,870,161,887) (△4,750,551,887) (△4,572,967,698) (△4,374,431,150)

(G) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △5,926,021,285 △5,794,405,678 △5,665,274,571 △5,521,643,042 △5,294,419,830 △5,095,483,774
(H) 収 益 分 配 金 △　 10,189,762 △　　9,978,461 △　　9,723,027 △　　9,470,777 △　　9,106,021 △　　8,690,743

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △5,936,211,047 △5,804,384,139 △5,674,997,598 △5,531,113,819 △5,303,525,851 △5,104,174,517
追 加 信 託 差 損 益 金 △4,401,978,348 △4,313,854,551 △4,207,271,439 △4,104,828,686 △3,952,109,943 △3,781,834,426
(配 当 等 相 当 額) (　　694,689,672) (　　680,295,196) (　　662,890,448) (　　645,723,201) (　　620,857,755) (　　592,596,724)
(売 買 損 益 相 当 額) (△5,096,668,020) (△4,994,149,747) (△4,870,161,887) (△4,750,551,887) (△4,572,967,698) (△4,374,431,150)
分 配 準 備 積 立 金 4,352,945 3,630,140 2,638,915 1,536,904 890,129 663,199
繰 越 損 益 金 △1,538,585,644 △1,494,159,728 △1,470,365,074 △1,427,822,037 △1,352,306,037 △1,323,003,290

（注）損益の状況の中で

(B)有価証券売買損益は、各期末の評価換えによるものを含みます。

(C)信託報酬等には、信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。

(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差引いた差額分をいいます。
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※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。
※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回る
部分が元本払戻金（特別分配金）となります。

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。
※元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、個別元本から元本払戻金（特別分配金）を控除した額がその後の新たな個別元本となります。

分配金のご案内

分配金および分配原資の内訳 （単位：円・％、１万口当たり・税引前）

項目

第51期 第52期 第53期 第54期 第55期 第56期

2019年７月26日
～2019年８月26日

2019年８月27日
～2019年９月25日

2019年９月26日
～2019年10月25日

2019年10月26日
～2019年11月25日

2019年11月26日
～2019年12月25日

2019年12月26日
～2020年１月27日

当期分配金 15 15 15 15 15 15

（対基準価額比率） 1.175 1.163 1.190 1.195 1.173 1.245

当期の収益 14 14 13 13 13 14

当期の収益以外 0 0 1 1 1 0

翌期繰越分配対象額 1,029 1,028 1,026 1,025 1,024 1,023

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。
（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。
（注）投資信託の計理上、翌期繰越分配対象額が基準価額を上回っている場合がありますが、基準価額を超える分配金をお支払いすることは

ありません。

分配金の計算過程

［第51期］
計算期間末における費用控除後の配当等収益（9,907,001円）、費用控除後の有価証券売買等損益（0円）、収益調整金（694,689,672円）お
よび分配準備積立金（4,635,706円）より、分配対象収益は709,232,379円（１万口当たり1,044円）であり、うち10,189,762円（１万口当た
り15円）を分配金額としております。

［第52期］
計算期間末における費用控除後の配当等収益（9,335,581円）、費用控除後の有価証券売買等損益（0円）、収益調整金（680,295,196円）お
よび分配準備積立金（4,273,020円）より、分配対象収益は693,903,797円（１万口当たり1,043円）であり、うち9,978,461円（１万口当たり
15円）を分配金額としております。

［第53期］
計算期間末における費用控除後の配当等収益（8,781,292円）、費用控除後の有価証券売買等損益（0円）、収益調整金（662,890,448円）お
よび分配準備積立金（3,580,650円）より、分配対象収益は675,252,390円（１万口当たり1,041円）であり、うち9,723,027円（１万口当たり
15円）を分配金額としております。

［第54期］
計算期間末における費用控除後の配当等収益（8,409,056円）、費用控除後の有価証券売買等損益（0円）、収益調整金（645,723,201円）お
よび分配準備積立金（2,598,625円）より、分配対象収益は656,730,882円（１万口当たり1,040円）であり、うち9,470,777円（１万口当たり
15円）を分配金額としております。

［第55期］
計算期間末における費用控除後の配当等収益（8,493,294円）、費用控除後の有価証券売買等損益（0円）、収益調整金（620,857,755円）お
よび分配準備積立金（1,502,856円）より、分配対象収益は630,853,905円（１万口当たり1,039円）であり、うち9,106,021円（１万口当たり
15円）を分配金額としております。

［第56期］
計算期間末における費用控除後の配当等収益（8,460,897円）、費用控除後の有価証券売買等損益（0円）、収益調整金（592,596,724円）お
よび分配準備積立金（893,045円）より、分配対象収益は601,950,666円（１万口当たり1,038円）であり、うち8,690,743円（１万口当たり
15円）を分配金額としております。
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補足情報

Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンドの組入資産の明細

　当作成期末における組入れはありません。

Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンドにおける主要な売買銘柄

　当作成期における売買はありません。
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＜ご参考＞

組入投資信託証券の内容

パッシム・トラスト - 資源ツインアルファ 米ドルファンド

◆当ファンドの仕組みは次の通りです。

分 類 ケイマン籍／外国投資信託／円建

運 用 基 本 方 針
主 な 投 資 対 象

主として米ドル建政府債および担保付スワップ取引に投資を行い、安定的なインカム収益の獲得と
信託財産の成長を目指して運用を行います。

投 資 態 度

主として米ドル建政府債を投資対象とします。
ＪＰモルガンチェースバンクＮ．Ａ．ロンドン支店、もしくはＪ．Ｐ．モルガンに属する金融機関
をカウンターパーティとしたスワップ取引を行います。
担保付スワップ取引を通じて、実質的に下記の各戦略を組み合わせた投資成果の享受を目指しま
す。
・米ドル建の原油先物取引への投資と原油オプション取引を組み合わせた戦略（原油カバードコー
ル戦略）と米ドル建の金先物への投資と金オプション取引を組み合わせた戦略（金カバードコー
ル戦略）の投資成果の享受を目指します。

・米ドル（対円レート）の為替変動とオプション取引を組み合わせたカバードコール戦略の投資成
果の享受を目指します。

主 な 投 資 制 限

①店頭オプション、上場オプション、ＥＴＦに原則として直接投資を行いません。
②有価証券の空売りは行いません。
③純資産総額の10％を超える借り入れは行いません。
④一発行会社の発行済株式総数の50％を超えて、当該発行会社の株式に投資しません。
⑤流動性にかける資産の組入れは15％以下とします。
⑥運用会社ならびに管理会社は、自己または投資信託受益証券以外の第三者の利益を図る目的で行
う取引等は行いません。

決 算 日 ６月30日

分 配 方 針 原則として、毎月分配を行います。

投 資 運 用 会 社 Ｊ．Ｐ．モルガン・マンサール・マネジメント・リミテッド

※次ページ以降の記載は、ＪＰモルガン証券株式会社より入手した情報をもとに作成しております。(1)は監査済報告書を

当社が一部翻訳したもの、(2)は保有明細をもとに当社が作成したものです。当社は、その内容の正確性・完全性を保証

するものではありません。
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（１）損益計算書

計算期間：2018年７月１日～2019年６月30日

単位：千円

収益

投資に係る損益 (221,120)

受取利息（アモチゼーションによるものを含む） 2,095

収益合計 (219,025)

費用

管理報酬 2,481

監査費用 588

保管費用 735

投資運用会社報酬 4,380

受託手数料 269

弁護士報酬 3

その他費用 1,158

運用費用合計 9,614

税引前損益 (228,639)

純損益 (228,639)

（注）日付は現地基準です。

スワップ

想定元本額 評価額

7,690,908,913円 (42,166,540)円

（注）日付は現地基準です。

（注）（　）書きは負数です。

（２）組入資産の明細

作成基準日：2019年６月30日

債券現物

銘柄名 利率 償還日 額面 評価額

US TREASURY BILL －％ 2019/９/５ 3,270,000USD 350,958,359円

US TREASURY BILL － 2019/10/３ 4,500,000 482,181,158

合計 833,139,517
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最近５期の運用実績、基準価額の推移等

最近５期の運用実績

決 算 期

基 準 価 額
債 券
組 入 比 率

債 券
先 物 比 率

純資産総額
期 中
騰 落 率

円 ％ ％ ％ 百万円
26期（2017年12月11日） 10,172 △0.0 － － 747

27期（2018年６月11日） 10,169 △0.0 － － 717

28期（2018年12月10日） 10,165 △0.0 － － 701

29期（2019年６月10日） 10,161 △0.0 － － 652

30期（2019年12月10日） 10,158 △0.0 － － 733

（注）基準価額は１万口当たり。

（注）先物比率＝買建比率－売建比率

（注）当ファンドは安定した収益の確保を目指すファンドであり、ベンチマークおよび参考指数はありません。

Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンド

運用報告書（全体版）　第30期（決算日　2019年12月10日）

（計算期間　2019年６月11日から2019年12月10日）

　「Ｔ＆Ｄマネープールマザーファンド」は、2019年12月10日に第30期決算を行いましたの

で、期中の運用状況をご報告申し上げます。

◆当ファンドの仕組みは次の通りです。

信 託 期 間 信託期間は原則無期限です。

運 用 方 針 安定した収益の確保を目指して運用を行います。

主要運用対象 わが国の公社債および短期金融商品等を主要投資対象とします。

組 入 制 限 株式への投資は行いません。外貨建資産への投資は行いません。
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当期中の基準価額等の推移

年 月 日
基 準 価 額

債券組入比率 債券先物比率
騰 落 率

期首（前期末） 円 ％ ％ ％
2019年６月10日 10,161 － － －

６月末 10,161 0.0 － －

７月末 10,160 △0.0 － －

８月末 10,160 △0.0 － －

９月末 10,159 △0.0 － －

10月末 10,159 △0.0 － －

11月末 10,158 △0.0 － －

期　　　末
2019年12月10日 10,158 △0.0 － －

（注）基準価額は１万口当たり。騰落率は期首比。

（注）先物比率＝買建比率－売建比率

（注）当ファンドは安定した収益の確保を目指すファンドであり、ベンチマークおよび参考指数はありません。

当期の運用状況と今後の運用方針

■ 基準価額の推移

■ 基準価額の主な変動要因

　基準価額は、期首の10,161円から期末は10,158円となりました。運用対象であるコールローン等

の利回りがマイナスで推移したことから下落しました。

10,157

10,158

10,159

10,160

10,161

10,162
(円)

2019/７ ８ ９ 1110 期末期首
(前期末)
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■ 投資環境

【国内短期金融市況】

　国庫短期証券３ヵ月物利回りは、期首の△0.15％から期末は△0.11％となりました。期中におい

ては、需給悪化懸念や日銀の国庫短期証券買入オペ動向を巡る不透明感などが金利上昇要因となり、

海外勢による需要や担保需要などが金利低下要因となりました。

■ 当該投資信託のポートフォリオ

　国庫短期証券の利回りがマイナスで推移したため組入れを見送り、期を通じて組入比率は０％と

しました。資産については、全額コールローン等で運用を行いました。

■ 当該投資信託のベンチマークとの差異

　当ファンドはベンチマークおよび参考指数がないため、本項目は記載しておりません。

■ 今後の運用方針

　日本経済は、雇用・所得環境の改善が続くなかで、緩やかな回復が続くことが期待されます。イ

ンフレ率は緩やかに上昇していくことが見込まれるものの、依然、基調的なインフレ圧力は弱く、

インフレ期待が急速に高まる可能性は低いとみられます。こうしたなか、日銀の「長短金利操作付

き量的・質的金融緩和」が金利抑制要因として作用することから、国内短期金利は低位で推移する

と予想します。

　相対的に金利リスクの高い長期債への投資は見送り、国庫短期証券や短期金融商品等を中心とし

た安定的な運用を行います。
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売買および取引の状況（2019年６月11日から2019年12月10日まで）

　当期における売買はありません。

組入資産の明細（2019年12月10日現在）

　当期末における組入れはありません。

利害関係人との取引状況等（2019年６月11日から2019年12月10日まで）

　当期における利害関係人との取引はありません。

（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

投資信託財産の構成（2019年12月10日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 733,037 100.0

投 資 信 託 財 産 総 額 733,037 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨て。

１万口当たりの費用明細（2019年６月11日から2019年12月10日まで）

費用の明細

項目
当期

2019/６/11～2019/12/10
金額 比率

平均基準価額 10,159円
その他費用 0円 0.000％
（その他） (　　 0) (0.000)

合計 0 0.000

（注）その他費用のその他は、金銭信託に係る手数料です。
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資産、負債、元本および基準価額の状況
2019年12月10日現在

項 目 当 期 末

(A) 資 産 733,037,235円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 733,037,235

(B) 負 債 1,295

未 払 利 息 1,295

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 733,035,940

元 本 721,650,571

次 期 繰 越 損 益 金 11,385,369

(D) 受 益 権 総 口 数 721,650,571口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,158円

（注）期首元本額� 642,505,535円
期中追加設定元本額� 84,767,134円
期中一部解約元本額� 5,622,098円

（注）１口当たり純資産額は1.0158円です。
（注）当マザーファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本の内訳

Ｔ＆Ｄインド中小型株ファンド� 69,040,591円

米国リート・プレミアムファンド（毎月分配型）円ヘッジ・コース� 1,653,709円

米国リート・プレミアムファンド（毎月分配型）通貨プレミアム・コース� 57,394,392円

米国リート・プレミアムファンド（年2回決算型）マネープール・コース� 88,475円

豪州高配当株ツインαファンド（毎月分配型）� 24,294,948円

野村エマージング債券投信（円コース）毎月分配型� 22,097,965円

野村エマージング債券投信（円コース）年2回決算型� 5,675,163円

野村エマージング債券投信（米ドルコース）毎月分配型� 6,884,550円

野村エマージング債券投信（米ドルコース）年2回決算型� 1,424,313円

野村エマージング債券投信（豪ドルコース）毎月分配型� 31,119,437円

野村エマージング債券投信（豪ドルコース）年2回決算型� 2,636,170円

野村エマージング債券投信（ブラジルレアルコース）毎月分配型� 311,359,888円

野村エマージング債券投信（ブラジルレアルコース）年2回決算型� 9,735,828円

野村エマージング債券投信（南アフリカランドコース）毎月分配型� 1,413,489円

野村エマージング債券投信（南アフリカランドコース）年2回決算型� 131,726円

野村エマージング債券投信（カナダドルコース）毎月分配型� 1,038,862円

野村エマージング債券投信（カナダドルコース）年2回決算型� 308,202円

野村エマージング債券投信（メキシコペソコース）毎月分配型� 43,012,339円

野村エマージング債券投信（メキシコペソコース）年2回決算型� 11,872,046円

野村エマージング債券投信（トルコリラコース）毎月分配型� 33,235,413円

野村エマージング債券投信（トルコリラコース）年2回決算型� 4,042,047円

野村エマージング債券投信（金コース）毎月分配型� 13,535,750円

野村エマージング債券投信（金コース）年2回決算型� 8,783,712円

野村エマージング債券投信（マネープールファンド）年2回決算型� 48,607,127円

資源ツインαファンド（通貨選択型）ブラジルレアルコース� 4,910,145円

資源ツインαファンド（通貨選択型）トルコリラコース� 883,826円

資源ツインαファンド（通貨選択型）米ドルコース� 6,383,188円

資源ツインαファンド（通貨選択型）マネープールコース� 87,270円

損益の状況
当期　自2019年６月11日　至2019年12月10日

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 △　 224,202円

受 取 利 息 46

支 払 利 息 △　�224,248

(B) そ の 他 費 用 △　　 1,664

(C) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ) △　 225,866

(D) 前 期 繰 越 損 益 金 10,359,271

(E) 追 加 信 託 差 損 益 金 1,340,866

(F) 解 約 差 損 益 金 △　　88,902

(G) 合 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 11,385,369

次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) 11,385,369

（注）損益の状況の中で
(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差引いた差額分をいいます。
(F)解約差損益金とあるのは、一部解約の際、元本から解約

価額を差引いた差額分をいいます。

資産、負債、元本および基準価額ならびに損益の状況
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